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今日お話すること 

 日本語を話さない子育て家族が 

 抱えている問題 

 ジャフォールの活動 

 今後の展開など 



小さな子どもと京都で暮らす 

        日本語を母語としない家族 

 保健福祉局が実施する新生児訪問に、言葉
のサポートが必要な場合通訳者が同行する
「京都市新生児訪問等通訳者派遣」で、
2012年度の派遣件数は、114件。 

 親の仕事、留学、研究、日本人の配偶者な
ど。 

 「留学生３０万人計画」などもあり、今後
ますます増える傾向にあるといえる。 



子育て家族の様子 

 よくある問い合わせや話は、日常生活に根付い
た話 

 子どもと遊びに出かける場所を知りたい 

 幼稚園選びに悩んでいる 

 どこの皮膚科がおすすめですか 

 虫よけを買いたいのだけどどんなのがいいの
かな 



活動から分かってきたこと・・・ 

 外国出身家族が抱える悩みや困りごとは、「身
近に手を貸してくれる住民が１人でもいれば容
易に解決する問題も多い 

 しかし実際には、地域コミュニティーの中で、日
本語を話さない家族が地域住民とのつながりを
つくり出すことは難しい 



小さな困り事が深刻な問題に発展することも・・・ 

 赤ちゃん用のボディーソープの例・・・ 

 幼稚園での例・・・コミニケーションの難しさ 



ジャフォールの活動 

 ２０１０年の５月 

「多言語子育て情報サ
イト」開始 

 

 ２０１１年２月から 

「多言語子育てひろば」
の開催 

 



ジャフォールの活動の目的 

 日常生活の中で日本語を母語としない家族の
ニーズを理解し、寄り添うことのできるサポータ
ーを増やすこと 

 外国出身家族が地域コミュニティーとつながり、
活躍の場ができること 



ジャフォールの活動 

 「多言語子育て情報サイト」の運営 

 

 「多言語子育てひろば」の開催 

 

 そのほか、依頼に応じて、幼稚園のお便りを翻
訳したり、幼稚園入園手続きの際の付き添い 





多言語子育て情報サイト 

 多言語で地域に密着した子育て情報を発信。 

 英語を中心とした多言語で、地域の保育所、児
童館などでの子育て家族向けの集まり、地域
のイベントなどについて掲載 

 

 ７－９名の翻訳ボランティア（子育て中の方や
学生）は、子育て特有の外国語表現を身につけ
たり、外国出身の家族の立場になって考える機
会を得る。 



多言語子育てひろば 

 

 毎月第２月曜日 

 10:30-12:00 

 

 外国出身の子育て家族と
日本人家族との交流の場と
して出町柳の「ほっこりはあ
と出町」にて開催。 

 

 地域とのつながりを作る場 

 活躍の場 

 悩みを共有する場 



スウェーデンで出産
をしたお母さんによ

る講演 

中国出身のお母さんによる絵
本の読み聞かせ 



日本文化体験、着物について
の講座と試着体験 

初めて「ひろば」に参加した
台湾出身のお母さん。京都
在住歴一年のインドネシア出
身の先輩ママに子供の預け

先について相談中。 



Jaforeの連携 

 左京区の保健センター、子ども支援センター、
社会福祉協議会、国際交流協会など、、、 

 日本人・外国出身パパ・ママのネットワーク。 



京都へ渡航を考えている家族からの 

問い合わせ 

 幼稚園や保育園の詳細を知りたい。 

 過去に外国籍園児を受け入れたことがある小学校を教え
て欲しい。 

 この辺りに住もうと思っていますが、どこに入園したらいい
ですか。 

 小さな子どもとともに京都で生活を始めようとし
ている外国人家族にとって、渡航前に子育てに
関する情報を得られるかどうかは、たいへん重
要なこと 



今後の展開 

 京都へ渡航を考えている家族への情報提供 

 ソーシャルビジネス展開の可能性 
 



京都へ渡航を考えている家族への情報提供 

 

 京都市内の幼稚園、保育園、学校等に対して
網羅的に取材あるいはアンケート調査をおこな
う。（日本語を話さない家族の受け入れ状況、
就学状況、外国語で保護者とのやりとりがどの
程度できるかなど） 

 →京都に渡航を考えている家族からの問い合
わせが大変多いことに加え、家族が渡航前に
子育てや教育に関わる情報が得られることは、
たいへん重要。 



ソーシャルビジネス展開の可能性 

 運営はボランティアでは限界がある 

 →ビジネスの手法を活用したソーシャルビジネ
ス展開の可能性（多言語で受付対応ができる
ベビーシッター、ベビー用品レンタルなど） 

 子育てや学校教育の場を専門とした通訳・翻訳
サービス 

 

 日本語を話さない家族が当然にこういったサー
ビスを受けることが出来る環境を整えていきた
い 


